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二
月
二
十
二
日
�
に
開
会
し

た
三
月
定
例
会
で
、
久
保
田
市

長
は
平
成
十
四
年
度
の
施
政
方

針
を
表
明
。
基
本
姿
勢
と
基
本

政
策
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
新

年
度
予
算
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

十
四
年
度
当
初
予
算
は
、
特

別
会
計
、
企
業
会
計
を
含
む
総

額
は
九
百
七
十
六
億
四
千
三
百

七
十
二
万
七
千
円
。
そ
の
う
ち

一
般
会
計
は
五
百
三
十
一
億
三

千
万
円
で
、
伸
び
率
は
前
年
度

よ
り
三
・
四
％
増
に
な
り
、
平

成
十
年
度
以
来
四
年
ぶ
り
の
対

前
年
度
比
プ
ラ
ス
の
伸
び
率
と

な
り
ま
す
。

我
が
国
の
経
済
は
、
世
界
的

な
経
済
変
動
の
中
に
あ
り
、
先

行
き
へ
の
懸
念
な
ど
か
ら
、
輸

出
・
生
産
は
大
幅
に
減
少
し
、

企
業
収
益
、
設
備
投
資
も
減
少

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
過
去
最

高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
失
業

率
を
は
じ
め
、
個
人
消
費
も
落

ち
込
む
な
ど
、
景
気
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
、

地
方
財
政
に
お
い
て
も
、
引
き

続
き
大
幅
な
財
源
不
足
の
状
況

に
あ
り
、
加
え
て
、
借
入
金
残

高
の
増
加
に
よ
り
、
今
後
そ
の

償
還
が
財
政
運
営
を
圧
迫
す
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

十
四
年
度
は
第
四
次
総
合
計
画

・
第
一
次
実
施
計
画
の
二
年
目

と
な
り
、
時
代
の
変
化
に
適
切

に
対
応
し
、
新
規
の
施
策
に
つ

い
て
は
基
本
構
想
・
基
本
計
画

の
段
階
か
ら
事
業
実
施
に
向
け

て
始
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

歳
入
で
は
、
四
六
％
を
占
め

る
市
税
収
入
を
前
年
度
比
〇
・

七
％
減
の
二
百
四
十
五
億
一
千

五
百
六
万
九
千
円
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。
恒
久
的
減
税
の
影
響

に
加
え
、
長
期
化
す
る
地
域
経

済
の
低
迷
等
に
よ
り
、
個
人
所

得
や
企
業
収
益
が
落
ち
込
む
と

い
う
厳
し
い
税
収
環
境
で
す
が
、

地
方
交
付
税
や
地
方
特
例
交
付

金
・
減
税
補
て
ん
債
に
加
え
、

臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
地
方
財

政
計
画
上
の
補
て
ん
財
源
を
活

用
す
る
ほ
か
、
財
政
調
整
基
金

な
ど
の
蓄
積
財
産
を
適
切
か
つ

効
果
的
に
活
用
し
対
応
し
ま
す
。

一
方
、
歳
出
で
は
、
こ
れ
ま

で
推
進
し
て
き
た
教
育
環
境
整

備
を
は
じ
め
、
保
健
福
祉
分
野

で
の
暮
ら
し
に
直
結
し
た
施
策
、

身
近
な
生
活
周
辺
の
整
備
促
進

な
ど
は
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
配
慮

し
ま
す
。
ま
た
、
都
市
基
盤
整

備
に
つ
い
て
は
、
二
十
一
世
紀

型
の
新
た
な
社
会
資
本
と
し
て

の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

下
水
道
や
幹
線
道
路
網
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
確
か
な
財
源
計

画
に
基
づ
き
促
進
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
十
四
年
度
の
特
例
措

置
と
し
て『

宇
治
市
発
展
特
別

枠
―
ゆ
め
創
造
21
―』

を
設
定

し
、
本
市
の
個
性
を
生
か
し
た

新
産
業
創
出
支
援
の
展
開
、
人

に
や
さ
し
い
地
域
福
祉
社
会
の

構
築
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
、
そ
し
て
、
地

域
社
会
に
お
け
る
教
育
活
動
の

推
進
と
い
う
重
点
四
項
目
に
対

し
、
特
段
の
予
算
配
分
を
行
い

ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
拓ひ
ら

き
、
新
時

代
の
宇
治
市
を
創
造
し
て
い
く

た
め
に
は
、
行
財
政
の
簡
素
効

率
化
な
ど
の
条
件
整
備
を
一
層

図
る
必
要
が
あ
り
、
第
三
次
行

政
改
革
大
綱
・
実
施
計
画
の
積

極
的
な
取
り
組
み
と
と
も
に
、

行
政
が
真
に
責
任
を
持
つ
べ
き

分
野
の
的
確
な
見
極
め
と
、
政

策
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

る
事
業
の
緊
急
度
、
優
先
順
位
、

将
来
の
財
政
負
担
等
に
つ
い
て

十
分
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

財
政
環
境
下
で
も
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
真
の
豊
か
さ
を
実
感
で

き
る｢

ふ
る
さ
と
宇
治｣

を
築

く
た
め
、
総
力
を
あ
げ
て
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

市
議
会
で
は
各
予
算
案
を
審

議
す
る
た
め
、
予
算
特
別
委
員

会(

十
六
人)

を
設
置
。
同
委

員
会
は
三
月
十
一
日
�
か
ら
始

ま
り
、
二
十
六
日
�
ま
で
の
う

ち
七
日
間
が
審
査
日
程
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
会
議
で
は
予
算
案

の
ほ
か
条
例
の
制
定
な
ど
を
審

議
す
る
予
定
で
す
。

市
で
は
、
平
成
十
四
年
度
版

｢

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー｣

(

Ａ
４
判)

を
発
行
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

第
十
七
回
・
十
八
回
宇
治
市
観

光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選
作

品
を
中
心
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
宇
治
の
姿
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
月

の
行
事
予
定
や
税
の
納
期
、
保

健
予
防
年
間
日
程
、
各
種
相
談

案
内
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
ご
家
庭
に
は
、
町
内
会
長

・
自
治
会
長
さ
ん
や
マ
ン
シ
ョ

ン
等
の
管
理
人

さ
ん
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て

お
届
け
し
て
い

ま
す
。
町
内
会

(

自
治
会)

経

由
な
ど
で
配
布

さ
れ
る
こ
と
が

な
い
ご
家
庭
は
、

は
が
き
か
電
話

・
フ
ァ
ク
ス
、

来
庁
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
三
月
中

旬
に
は
市
役
所
一
階
行
政
情
報

室
、
市
内
各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
・
市
立
図
書
館
、
文

化
セ
ン
タ
ー
に
も
置
き
ま
す
。

各
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の｢

主

な
市
の
施
設
・
市
内
の
官
公
署

等
一
覧｣

｢

各
種
相
談
あ
ん
な

い｣

に
掲
載
の
電
話
番
号
は
十

四
年
四
月
一
日
以
降
の
も
の
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
先
…
広
報
課(

フ

ァ
ク
ス
20
・
８
７
７
９)

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率
100
％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
―
―
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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(仮)
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
複
合
施
設
完
成
予
想
図
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▼

歴
史
資
料
館
展
示
風
景



紫
式
部
文
学
賞
・
市
民
文
化

賞
な
ど
の
源
氏
ろ
ま
ん
イ
ベ
ン

ト
や
源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

を
活
用
し
た
事
業
展
開
を
図
り
、

｢

源
氏
物
語
の
ま
ち
づ
く
り｣

を
一
層
推
進
し
、
文
化
セ
ン
タ

ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
着
手
し

て
、
計
画
的
な
再
整
備
を
実
施

し
ま
す
。

教
育
関
係
に
お
い
て
は
、
児

童
生
徒
の
学
力
を
把
握
し
分
析

す
る
研
究
事
業
を
実
施
し
、
学

力
実
態
に
応
じ
た
き
め
細
や
か

な
指
導
に
よ
り
基
礎
学
力
の
充

実
・
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

の
も
と
開
か
れ
た｢

特
色
あ
る

学
校
づ
く
り｣

を
推
進
し
、
そ

れ
を
支
え
る
諸
条
件
の
整
備
に

努
め
ま
す
。

ま
た
、
学
校
週
五
日
制
の
対

応
と
し
て
、
遊
び
や
自
然
・
文

化
体
験
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の

活
動
が
で
き
る
機
会
や
場
所
づ

く
り
に
取
り
組
む
地
域
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

不
登
校
児
童
対
策
と
し
て
の

適
応
指
導
教
室
と
メ
ン
タ
ル
フ

レ
ン
ド
推
進
事
業
、
こ
こ
ろ
の

教
室
相
談
員
派
遣
事
業
も
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
で
は
、

｢

小
中
学
校
施
設
整
備
十
か
年

計
画｣

に
基
づ
き
施
設
の
維
持
・

保
全
事
業
を
計
画
的
に
実
施
し
、

良
好
な
教
育
環
境
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

現
下
の
我
が
国
の
厳
し
い
社

会
経
済
状
況
の
下
、
本
市
に
お

い
て
も
、
か
つ
て
な
く
極
め
て

厳
し
い
地
域
経
済
状
況
が
続
い

て
お
り
、
市
の
財
政
状
況
も
地

方
税
収
入
の
落
ち
込
み
と
と
も

に
財
政
力
指
数
、
公
債
費
負
担

比
率
の
悪
化
、
地
方
債
残
高
の

累
増
、
義
務
的
経
費
の
増
大
な

ど
硬
直
化
が
進
展
し
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
行
財
政
状
況
で
あ

り
ま
す
が
、
都
市
経
営
の
視
点

に
立
っ
て
徹
底
し
た
行
財
政
改

革
を
進
め
、
市
民
の
皆
様
方
に

信
頼
さ
れ
る
市
政
の
確
立
を
図

っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

平
成
十
四
年
度
予
算
は｢

ふ

る
さ
と
宇
治
創
造
予
算｣

｢

身

近
な
暮
ら
し
配
慮
型
予
算｣

と

し
て
編
成
し
、
ま
た
特
例
措
置

と
し
て｢

宇
治
市
発
展
特
別
枠

―
ゆ
め
創
造
21
―｣

の
設
定
を

行
い
新
産
業
創
出
支
援
の
展
開
、

人
に
や
さ
し
い
地
域
福
祉
社
会

の
構
築
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
と
地
域
社
会
に
お
け

る
教
育
活
動
の
推
進
を
重
点
項

目
と
し
て
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
施
策
を
実
施
し

ま
す
。

� � � � � � ��	
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一般会計交通災害共済事業
国民健康
保険事業

公共下水
道事業

老人保健
事業

簡易水道
事業

火災共済
事業

墓地公園
事業

飲料水供給
施設事業

介護保険
事業

企業(水道)
会計

53,130
33.9 11,289 7,845 14,180 38.5 17.9 74.8 14.9 5,989.1

5,030.627
事業特別会計 39,483.1

総合計 976億4372万7000円
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宇治市長 久保田 勇
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久
保
田
市
長
は
、
二
月
二
十
二
日
�
の
市
議

会
三
月
定
例
会
で
、
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本

的
な
考
え
方
で
あ
る
施
政
方
針
を
発
表
し
ま
し

た
。
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

て
は
昨
年
の
断
水
事
故
の
教
訓

を
念
頭
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
要

と
し
て
の
必
要
な
備
え
を
進
め

ま
す
。

防
災
対
策
と
し
て
、(

仮
称)

市
民
健
や
か
セ
ン
タ
ー
・
消
防

防
災
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、

第
一
期
工
事
を
竣
工
し
、
消
防

通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
更
新
整

備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
消
防
団

の
機
能
強
化
と
活
性
化
を
図
る

た
め
、
各
分
団
の
出
動
拠
点
施

設
の
整
備
と
機
動
力
を
備
え
る

た
め
の
車
両
配
備
を
行
い
ま
す
。

地
域
を
浸
水
被
害
か
ら
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、
平
成
十
五

年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
黄
檗

排
水
区
排
水
機
場
建
設
を
推
進

し
ま
す
。

市
営
住
宅
建
替
事
業
に
つ
い

て
は
、｢

再
生
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン｣

を
踏
ま
え
老
朽
住
宅
の
解

消
を
目
指
し
て
木
幡
河
原
団
地

二
期
工
事
に
着
工
し
ま
す
。
黄

檗
団
地
の
建
替
え
も
推
進
し
、

住
宅
数
の
増
加
を
図
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方

が
安
心
し
て
居
住
で
き
る
住
環

境
の
整
備
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

宇
治
市
都
市
景
観
条
例
を
制

定
し
、
歴
史
的
な
景
観
を
保
全

・
育
成
に
よ
り
ま
ち
の
美
観
に

努
め
ま
す
。
環
境
問
題
で
は
、

｢

環
境
保
全
計
画｣

を
策
定
し
、

環
境
施
策
を
積
極
的
に
取
り
組

み
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認

証
取
得
を
機
に
さ
ら
に
環
境
に

負
荷
を
か
け
な
い
施
策
を
総
合

的
に
取
り
組
み
、
古
紙
回
収
事

業
の
拡
大
な
ど
、
ご
み
の
減
量

化
・
リ
サ
イ
ク
ル
化
に
向
け
た

取
り
組
み
と
あ
わ
せ
て
循
環
型

社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

学
校
給
食
調
理
業
務
民
間
委

託
に
つ
い
て
は
、
多
様
で
豊
か

な
食
教
育
を
実
現
し
て
お
り
、

新
た
に
伊
勢
田
小
学
校
で
実
施

し
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
差
別
と
偏
見
を
な

く
し
、
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
し

合
う
社
会
を
実
現
す
る
た
め
市

民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
課
題

と
し
て
人
権
に
対
す
る
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
る
教
育
・

啓
発
活
動
を
通
じ
て
人
権
意
識

の
一
層
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

と
り
わ
け
同
和
対
策
で
は
、

｢

地
対
財
特
法｣

が
期
限
切
れ

を
迎
え
ま
し
た
が
、
教
育
や
啓

発
等
の
課
題
を
残
し
て
お
り
、

地
域
住
民
の
主
体
的
な
取
り
組

み
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
諸

施
策
の
展
開
を
図
り
格
差
の
是

正
と
差
別
の
解
消
を
目
指
し
ま

す
。女

性
政
策
に
お
い
て
は
、

｢

Ｕ
Ｊ
Ｉ
あ
さ
ぎ
り
プ
ラ
ン｣

に
基
づ
き
、
女
性
の
社
会
参
加

や
自
立
支
援
の
た
め
の
事
業
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
施
策
展

開
と
市
民
活
動
の
拠
点
施
設
の

建
設
に
着
工
し
ま
す
。

在
宅
福
祉
を
基
本
と
し
て
高

齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
々
が
、

住
み
慣
れ
た
地
域
の
中
で
健
や

か
に
、
ま
た
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を

一
層
推
進
し
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

を
総
合
的
・
計
画
的
に
推
進
し
、

地
域
福
祉
社
会
の
構
築
に
向
け

て｢

地
域
福
祉
計
画｣

の
策
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た｢

高
齢
者
保
健
福
祉
計

画｣｢

介
護
保
険
事
業
計
画｣

の

見
直
し
を
行
い
、
計
画
的
な
高

齢
者
施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
生

き
が
い
づ
く
り
を
支
援
す
る
た

め
デ
イ
ル
ー
ム
な
ど
を
備
え
た

地
域
福
祉
の
拠
点
施
設
で
あ
る

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、

本
市
が
全
国
に
先
駆
け
て
補
助

制
度
を
設
け
た｢

単
独
型
痴
呆
ち
ほ
う

性
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム｣

建
設
事

業
に
引
き
続
き
助
成
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
利

用
者
の
権
利
及
び
利
益
を
擁
護

す
る
た
め
に
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
制

度
を
設
け
、
公
正
・
透
明
性
の

確
保
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
民
法
の
改
正
に
よ
り

創
設
さ
れ
た
成
年
後
見
制
度
の

円
滑
な
運
用
の
た
め
、
低
所
得

者
に
そ
の
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
お
い
て
は
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

地
域
で
の
生
活
を
支
援
す
る
施

設
整
備
や
生
活
環
境
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
の
推
進
、
ま
た
就
学

や
就
労
へ
の
支
援
シ
ス
テ
ム
の

整
備
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
し

ま
す
。

ま
た
、
知
的
障
害
者
の
自
立

支
援
の
た
め
の
施
設
建
設
に
対

し
て
助
成
・
支
援
を
行
い
、

｢

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者

福
祉
法｣

等
の
改
正
に
伴
う
新

た
な
支
援
施
策
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

子
育
て
支
援
に
お
い
て
は
、

夜
間
の
延
長
保
育
な
ど
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
待
機
児
童
の
解

消
に
向
け
て
公
設
民
営
の
保
育

所
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
基

幹
型
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
及
び
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
備
え
た(

仮
称)

Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
複
合
施
設
を
建

設
し
ま
す
。

市
役
所
に
来
庁
さ
れ
た
市
民

の
方
が
、
子
供
を
預
け
て
気
軽

に
安
心
し
て
、
手
続
き
や
相
談

な
ど
が
で
き
る
よ
う
、
庁
舎
内

に
一
時
預
か
り
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
ま
す
。

保
健
予
防
に
つ
い
て
は
、
各

種
の
健
康
診
査
や
、
保
健
指
導
、

予
防
接
種
な
ど
を
実
施
し
市
民

の
健
康
保
持
増
進
並
び
に
疾
病

予
防
の
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
総
合
的
な
保
健
事
業

な
ど
を
展
開
し
て
い
く
た
め
の

｢

健
康
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン｣

を
策
定
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
再
整
備

を
図
る
た
め(

仮
称)

市
民
健

や
か
セ
ン
タ
ー
・
消
防
防
災
施

設
の
建
設
を
推
進
し
ま
す
。

京
都
府
産
業
立
地
戦
略
21
特

別
補
助
金
制
度
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
本
市
へ
の
新
規
の
企

業
の
進
出
並
び
に
既
存
の
企
業

の
規
模
拡
大
を
支
援
す
る
た
め

の
助
成
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

ま
た
工
場
等
の
用
地
情
報
を
的

確
に
把
握
し
、
企
業
に
情
報
提

供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

ま
す
。

新
た
な
雇
用
創
出
に
努
め
る

た
め
、
緊
急
地
域
雇
用
創
出
対

策
事
業
の
新
規
事
業
を
平
成
十

四
年
度
に
集
中
さ
せ
て
積
極
的

に
実
施
し
ま
す
。

中
小
企
業
の
経
営
基
盤
安
定

と
勤
労
者
福
祉
の
充
実
を
図
る

た
め
、
国
や
京
都
府
の
融
資
制

度
に
伴
う
保
証
料
や
利
子
補
給
、

ま
た
融
資
金
融
機
関
へ
の
預
託

並
び
に
本
市
独
自
の
中
小
企
業

低
利
融
資
制
度
、
通
称
マ
ル
宇

制
度
に
よ
る
保
証
料
・
利
子
の

全
額
補
給
を
引
き
続
き
実
施
し
、

国
の
経
営
改
善
資
金
融
資
の
利

子
に
対
す
る
補
給
率
を
引
き
上

げ
ま
す
。

農
林
業
に
お
い
て
は
、
宇
治

茶
の
名
声
と
伝
統
を
守
り
育
て

て
い
く
た
め
、
品
質
の
向
上
と

消
費
の
拡
大
施
策
等
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
ま
た
茶
園
面
積
の

拡
大
を
図
り
、
茶
業
振
興
に
寄

与
す
る｢

集
団
茶
園
整
備
構
想｣

を
策
定
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
二
月
に
本
市
を

会
場
に｢

全
国
茶
サ
ミ
ッ
ト
京

都
大
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
か
ら
関
係
者
が
集
う
中
で

宇
治
茶
を
全
国
に
発
信
す
る
と

と
も
に
、
茶
業
の
振
興
、
茶
文

化
の
発
展
を
図
り
ま
す
。

観
光
施
策
で
は
、
継
続
的
に

観
光
客
を
誘
致
し
、
観
光
地
と

し
て
魅
力
を
高
め
る
振
興
施
策

を
引
き
続
き
実
施
し
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
観
光
情
報

の
提
供
に
努
め
ま
す
。

｢

全
国
鵜
飼
う
か
い

サ
ミ
ッ
ト｣

が

九
月
に
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

鵜
飼
の
保
存
・
継
承
並
び
に
発

展
の
た
め
に
本
大
会
が
成
果
を

収
め
る
よ
う
支
援
・
助
成
し
ま

す
。
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市
政
へ
の
市
民
参
加
を
促
進

し
、
開
か
れ
た
行
政
づ
く
り
の

た
め
、
情
報
公
開
制
度
の
適
正

運
用
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
拡
充
を
行
い
、
ま
た
各
種

の
広
報
手
段
を
活
用
し
て
市
民

へ
の
情
報
発
信
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

審
議
会
等
の
委
員
に
つ
い
て

は
、
公
募
委
員
や
女
性
の
参
加

を
広
く
求
め
、
よ
り
幅
広
い
市

民
の
声
を
市
政
に
反
映
で
き
る

よ
う
に
努
め
ま
す
。

ペ
イ
オ
フ
解
禁
を
控
え
、
可

能
な
限
り
の
対
応
策
を
講
じ
て

市
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
公

金
の
管
理
・
運
用
に
対
処
し
安

全
性
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

行
政
改
革
に
つ
い
て
、
平
成

十
四
年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る

第
三
次
行
政
改
革
の
六
十
七
項

目
の
完
全
実
施
を
図
り
、
引
き

続
き
第
四
次
行
政
改
革
に
よ
り

新
し
い
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
図
る
な
か
で
計
画
的
・
効
率

的
な
行
政
運
営
を
推
進
し
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
事
務
事
業
や
行
政
シ

ス
テ
ム
を
再
点
検
し
、
今
ま
で

の
慣
例
や
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、

ゼ
ロ
か
ら
の
視
点
で
見
直
す
な

か
で
平
成
十
四
年
度
中
に｢

第

四
次
行
政
改
革
大
綱｣

及
び

｢

実
施
計
画｣

を
策
定
し
、
平

成
十
五
年
度
よ
り
新
た
な
行
政

改
革
を
推
進
し
ま
す
。

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
こ

れ
か
ら
の
自
治
体
の
あ
り
方
に

関
わ
る
大
き
な
課
題
と
し
て
京

都
南
部
地
域
に
お
い
て
も
論
議

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
問
題
は
市
民
、
議
会
並
び

に
行
政
が
と
も
に
考
え
、
と
も

に
論
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
り
、
手
法
や
情
報
提

供
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
し
、

広
く
意
見
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

◇

◇

◇

◇

市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

し
、
効
果
的
な
事
業
選
択
と
実

行
に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

｢

今
、
何
を
す
べ
き
か｣

を
常

に
考
え
、
時
宜
を
失
す
る
こ
と

な
く
、
課
題
に
対
し
て
積
極
的

な
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
す
が
、
市
民
の

皆
様
が
喜
び
と
誇
り
を
感
じ
る

ま
ち
、
豊
か
さ
が
実
感
で
き
る

ま
ち｢

ふ
る
さ
と
宇
治｣

を
創

り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
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＜公共交通＞

●ＪＲ宇治駅改築関連事業費 15,000
●京都市高速鉄道東西線延伸事業費補助金 218,580
＜道路など＞

●交通安全施設整備事業費 87,000
●人にやさしい道づくり事業費 9,500
●河川環境美化推進費 1,500
●公園維持管理費 83,062
●小倉安田線整備事業費 72,000
●ＪＲ六地蔵駅前交通広場整備事業費 449,203
●黄檗山手線道路築造事業費 3,020,283
●宇治槇島線築造事業費 341,000
＜防災など＞

●都市防災推進事業費(主排３号緑道整備) 30,000
●黄檗体育館修繕費 10,000
●都市計画マスタープラン策定費 547
●消防通信指令システム整備費 168,626
●(仮) 市民健やかセンター・消防防災施設整備費 929,105
●消防団拠点施設整備費 16,792
＜環境＞

●ＩＳＯ１４００１推進費 1,430
●清掃業務事務費 9,716
●定点管理支援事業費 8,250
●古紙回収事業費 28,242
＜上・下水道＞

●第６次新設拡張事業 207,274
●公共下水道(雨水)黄檗排水区整備事業費 452,800

＜教育など＞

●学力定着支援員配置事業費 4,290
●学校図書館新生プロジェクト事業費 8,269
●学校ルネッサンス・フォーラム開催事業費 2,000
●小・中学校障害児学級開設費 4,451
●小・中学校 ｢総合的な学習の時間｣ 推進費 14,992
●小・中学校ビオトープ推進モデル事業費 6,000
●ふるさと発見 ｢ＫID′Ｓマップ｣作成事業費 5,000
●学級運営支援員配置事業費 1,485
●基礎学力向上研究開発事業費 4,290
●子どもセンター支援事業費 1,000
●子どもの居場所再生モデル事業費 5,140
●学社融合フォーラム開催費 700
●青少年やる気支援事業費 1,200
●総合野外活動センター管理運営費 99,855
●生涯学習推進プラン検討委員会運営費 675
●(仮)JR宇治駅前複合施設整備費(女性センター､ 地域子育て支援
センター､ ファミリーサポ一トセンター､ 保育所) 553,205
●市民企画募集事業費 1,000
●子どもの居場所づくり支援事業費(大久保青少年センター) 1,500
●子どもの居場所づくり支援事業費(公民館) 1,000
●語り部ボランティア養成講座開催費 220
●紫式部文学賞受賞費 29,365
●バスカードシステム導入事業費補助金 429

＜福祉＞

●地域福祉計画策定費 2,000
●総合福祉会館ほほえみ夢ひろば整備事業費 15,000
●障害者ケアマネジメント体制整備推進調査研究事業費 2,000
●障害者成年後見制度助成費 1,973
●知的障害者施設措置費等 597,507
●身体障害者施設措置費等 318,822
●障害者社会参加促進事業費 11,592
●手話奉仕員養成講座開設事業費 600
●精神障害者グループホーム運営費 3,178
●精神障害者短期保護事業費 50
●要約筆記奉仕員養成講座開設事業費 461
●点訳奉仕員養成講座開設事業費 652
●宇治市身体障害者福祉協議会等運営補助金 3,780
●知的障害者通所授産施設・デイサービスセンター (槇島)
整備事業費補助金 33,714
●児童扶養手当費 181,534
●(仮)槇島地域福祉センター建設事業費 106,440
●市民健(検)診事業費 259,817
●保育所民営化等計画策定費 420
●来庁者こども一時預かりコーナー設置事業費 6,000
●乳児保育促進事業費補助金 27,440
●乳児保育環境改善事業費 2,000
＜介護・高齢者・その他＞

●権利擁護事業費 294
●健康体力づくり事業費 836
●前期痴呆性高齢者対策研究事業費 1,070
●高齢者成年後見制度助成費 1,973
●介護予防拠点施設整備事業費 6,500
●高齢者保健福祉計画等策定調査費 1,664
●福祉用具・住宅改修事業者研修費 136
●親子ふれあい絵本事業費 4,000

＜商工業＞

●宇治市中小企業低利融資事業費 486,375
●技能修得講座事業補助金 5,000
●宇治発こだわり製品出品助成事業費 2,000
●企業用地紹介システム構築事業費 5,000
●企業立地促進助成事業費 50,262
●中小企業育成支援事業費 2,000
＜観光・その他＞

●緊急地域雇用創出対策事業費 125,230
●宇治茶宣伝事業補助金 500
●マイメモリアル植樹事業費 3,200
●市の鳥カワセミ人工営巣設置事業 3,000
●かおりの１００選認定記念事業費 4,000
●街かど博物館構想助成事業費 2,500
●高齢消費者啓発スタッフ育成事業 1,500

●行政改革審議会運営費 429
●公用車バイオディーゼル活用事業費 248
●公共施設情報ネットワークシステム運営費 64,660
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本
市
の
新
た
な
発
展
の
た
め

に
は
、
さ
ら
な
る
社
会
資
本
の

整
備
充
実
が
重
要
で
あ
り
、
道

路
や
公
共
交
通
網
そ
し
て
下
水

道
な
ど
の
都
市
基
盤
整
備
を
推

進
し
ま
す
。

幹
線
道
路
の
黄
檗
山
手
線
、

宇
治
槇
島
線
の
開
通
に
向
け
、

引
き
続
き
積
極
的
に
推
進
し
、

小
倉
地
域
の
東
西
幹
線
道
路
で

あ
る
小
倉
安
田
線
も
拡
幅
、
安

全
施
設
整
備
を
進
め
ま
す
。

京
都
市
高
速
鉄
道
東
西
線
六

地
蔵
延
伸
事
業
に
つ
い
て
は
京

都
府
や
京
都
市
と
協
働
し
て
平

成
十
六
年
度
開
通
に
向
け
て
促

進
し
ま
す
。
同
時
に
Ｊ
Ｒ
六
地

蔵
駅
前
広
場
整
備
等
周
辺
整
備

を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
方
の

歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

を
図
り
、
人
に
や
さ
し
い
道
づ

く
り
を
進
め
、
歩
道
の
段
差
解

消
や
公
園
に
お
け
る
ス
ロ
ー
プ
・

車
止
め
・
ベ
ン
チ
の
設
置
を
実

施
し
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
十
三
年
度
の
普
及
率
一

〇
〇
％
を
目
標
と
し
て
普
及
率

の
向
上
及
び
水
洗
化
率
の
向
上

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

一
方
、
上
水
道
事
業
に
お
い
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種 目 対 象 年 齢 回数
二種混合 ２期 11～13歳未満 (小学６年生)

１回
日本脳炎

２期 ９～13歳未満 (小学４年生)
３期 14～16歳未満 (中学３年生)

風しん
昭和54年４月２日から62年10月１日
までに生まれた人
(今まで接種したことのない人)

※二種混合・日本脳炎は１期接種済みの人です｡

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
国
際
規
格
の
こ
と
で
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル(

図
１)

に

よ
り
、
環
境
へ
の
負
荷
を
継
続

的
に
軽
減
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
ま
す
。
環
境
問
題
へ
の
市

民
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
ま
る

な
か
、
自
治
体
で
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

４
０
０
１
の
認
証
取
得
の
可
能

性
が
探
ら
れ
、
平
成
十
年
一
月
、

千
葉
県
白
井
町
が
地
方
自
治
体

と
し
て
初
め
て
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
地
方
自
治
体
の
認
証

取
得
が
増
え
、
京
都
府
下
で
は
、

京
都
府
庁
舎
、
京
都
市
山
科
区

役
所
、
園
部
町
な
ど
が
取
得
し

て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
今
回
取
得
し
た

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
を
十
二
年

三
月
に
策
定
し
た｢

宇
治
市
環

境
保
全
計
画｣

や
、
十
三
年
二

月
に
策
定
し
た｢

宇
治
市
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画｣

に
掲

げ
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

具
体
的
な
手
段
と
位
置
付
け
て

お
り
、
こ
の
二
つ
の
計
画
を
中

心
に
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
二
十
一
項
目

の
目
的
と
、
三
十
四
項
目
の
目

標
を
設
定
し
ま
し
た(

表
１)

。

そ
し
て
、
こ
の
目
的
・
目
標
を

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
沿
っ
て

管
理
し
て
い
く
こ
と
で
、
さ
ら

に
実
効
性
の
高
い
施
策
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
環
境
に
関
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
提
案
を
随
時
募
集
し
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意

見
・
ご
提
案
は
、
本
市
の
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
お

け
る
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

▼
テ
ー
マ
…
市
の
環
境
問
題
全

般
に
関
す
る
ご
意
見
、
ご
提
案

な
ど

▼
応
募
先
…
市
環
境
企
画
課

(

〒
６
１
１－

８
５
０
１
、
住

所
省
略
可)

に
、
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス(

21
・
０
４
２
３)

の
ほ
か
電
子
メ
ー
ル
で

も
受
け
付
け
ま
す
。
電

子
メ
ー
ル
で
の
応
募
の

場
合
は
、
件
名
を｢

宇

治
市
の
環
境
に
関
す
る

提
案｣

と
し
、
下
記
の

ア
ド
レ
ス
へ
お
送
り
く

だ
さ
い
。

宇
治
市
交
通
安
全
対
策
会
議

(

市
と
国
、
府
の
関
係
機
関
で

構
成
・
会
長
＝
久
保
田
勇
宇
治

市
長)

で
は
、
こ
の
ほ
ど
第
七

次
宇
治
市
交
通
安
全
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成

十
七
年
度
ま
で
の
宇
治
市
域
に

お
け
る
交
通
安
全
施
策
の
指
針

と
な
る
も
の
で
、
今
後
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
構
成
各
機
関
が

交
通
安
全
対
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

｢

宇
治
市
交
通
安
全
計
画｣

は
、
交
通
安
全
対
策
基
本
法
に

定
め
ら
れ
た
市
町
村
交
通
安
全

計
画
と
し
て
、
京
都
府
の
計
画

に
基
づ
い
て
策
定
し
て
い
る
も

の
で
、
昭
和
四
十
七
年
の
第
一

次
計
画
以
来
、
今
回
が
七
回
目

の
策
定
と
な
り
ま
す
。
こ
の
計

画
は
、
人
命
尊
重
の
理
念
に
立

つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
交
通
事

故
が
も
た
ら
す
大
き
な
社
会
的

経
済
的
損
失
を
も
勘
案
し
た
交

通
安
全
施
策
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
交
通
社
会
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
社
会
を
構
成
す

る｢

人
間｣

、
車
両
等
の｢

交

通
機
関｣

、
こ
れ
ら
が
活
動
す

る
場
と
し
て
の｢

交
通
環
境｣

の
三
つ
の
要
素
に
つ
い
て
効
果

的
な
施
策
を
定
め
、
こ
れ
ら
を

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
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地球温暖化対策に取り組む自治体や風力発電な

どのクリーンエネルギ－を活用している地域や､
独自の交通政策をとっている ｢環境首都｣ ドイツ・
フライブルク市など海外の事例を紹介します｡

と き ３月26日� 午後１時半～３時半
ところ 生涯学習センター
講 師 ＮＧＯ ｢気候ネットワーク｣

事務局長 田浦健朗さん

◆申し込み…電話で環境企画課まで｡ 先着100人｡
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＜図１＞ＰＤＣＡサイクルの図

＜表１＞平成13年度の環境目標(抜粋)
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小
・
中
学
生
対
象
の
予
防
接

種
を
下
表
の
と
お
り
実
施
し
て

い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
市

内
の｢

予
防
接
種
協
力
医
療
機

関｣

で
個
別
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。
費
用
は
無
料
。｢

予
診
票｣

は
協
力
医
療
機
関
か
保
健
推
進

課
に
あ
り
ま
す
。

問�
保
健
推
進
課
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問�市選挙管理委員会事務局
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問�
交
通
対
策
課

①
道
路
交
通
環
境
の
整
備

▽
道
路
の
新
設
・
改
築
に
よ
る

交
通
安
全
対
策
の
推
進

▽
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

の
推
進

▽
効
果
的
な
交
通
規
制
の
推
進

▽
公
共
交
通
機
関
利
用
促
進
と

道
路
交
通
の
円
滑
化

▽
総
合
的
な
駐
車
対
策
の
推
進

②
交
通
安
全
思
想
の
普
及
徹
底

▽
幼
児
か
ら
成
人
に
至
る
段
階

的
・
体
系
的
な
交
通
安
全
教

育
の
推
進

▽
交
通
ル
ー
ル
・
交
通
マ
ナ
ー

の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
た
め

の
普
及
・
啓
発
活
動
の
推
進

③
安
全
運
転
の
確
保

▽
運
転
者
教
育
の
充
実

▽
安
全
運
転
管
理
の
推
進

▽
交
通
労
働
災
害
の
防
止

④
車
両
の
安
全
性
の
確
保

▽
自
動
車
の
検
査
及
び
点
検
整

備
の
充
実

⑤
道
路
交
通
秩
序
の
維
持

▽
指
導
・
取
り
締
ま
り
の
強
化

▽
暴
走
族
対
策
の
強
化

⑥
救
急
・
救
助
体
制
の
整
備

⑦
交
通
事
故
被
害
者
対
策
の
推

進▽
援
助
措
置
の
充
実

▽
被
害
者
等
の
心
情
に
配
慮
し

た
対
策
の
推
進

⑧
踏
切
道
に
お
け
る
交
通
安
全

対
策

�
�

�
�

�
�

保育ルームもあります(満２歳以上､ 無料)｡
希望する人は､ 申し込み時にお知らせを｡



１階
バイク(125cc以下)､
自転車(高齢者・障害者)

２階
(屋根あり)

自転車(定期利用者)

３階
(屋根なし)

自転車(定期利用者・一
時利用者)
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職種…地域福祉に関する業務

△

資格…昭和50年４月２日から55
年４月１日までに生まれ､ 学校教
育法による大学卒業程度の学力を
有する人

△

採用予定人数…１人

△

試験内容…教養試験､ 作文試験お
よび面接試験

△

試験日…３月21日

� 申�３月12日�～18日�に同協
議会(総合福祉会館内)にある指定
の履歴書と申込書を同協議会に提
出 (郵送不可)｡ 問�同協議会(�22
-5650)

�
������������
������
生涯学習センターでは､ 市民の
皆さんの日ごろの生涯学習活動の
報告や作品などを発表する場とし
て､ １階ロビーと展示ケースを開
放しています｡ 個人やグループ
・サークルでふるってお申し込み
ください｡ 展示期間中でのミニ講
習会もできます｡ 申�３月22日�ま
でに､ 住所・氏名・電話番号・作
品の種類・作品数・作品の大きさ
・ミニ講習会の有無をはがきか電
話で同センター(〒611-0021宇治
琵琶45-14､ �22-0220)へ｡

� !"#$%&'()*+△

対象…スポーツ・文化・ボラ
ンティア・指導活動などを行う５
人以上のグループ

△

保険期間…４
月１日午前０時～15年３月31日午

後12時｡ ４月１日以降申し込みの
場合は掛け金の振り込み日の翌日
午前０時から 問�生涯スポーツ課

��

�,-./
申�講習会は同園(�45-0099)へ｡

入場料が必要です｡
��������	江戸時代か
ら愛好されてきたオモト・マンリ
ョウなどの古典園芸植物約100点
の展示と即売です｡

△

とき…３月
12日�～17日�

�
��
���������

��	

△

とき…３月17日�､ 午後
１時～２時｡ 申し込み不要
���������	春の到来
を告げるさまざまな植物で会場を
飾ります｡ ガーデニング用の草花
の即売もします｡

△

とき…３月19
日�～31日�

��������
���� �

!"#�$�%&'��()	

△

とき…４月７日�､ 午後１時半～

３時半

△

定員…先着40人

△

材料費
…無料

�0+123456789:△

とき…３月23日�､ 午後１時
半～３時半

△

ところ…生涯学習セ
ンター

△

テーマ…｢なせばなる車
いすの100日間～世界一周クルー
ズ～｣＝京都市肢体障害者協会理
事長・�山弘さん

△

対象…市内在
住・在勤の肢体障害者とボランティ
ア

△

定員…先着40人

△

参加費…無
料 申�３月20日	までに社会教育
課へ｡

����

�;��6<=6>��?�@A
�B�CDEFGH△

使用期間…４月１日～15年３
月31日､ 午後６時半～９時半

△

対
象…市内在住の10人以上の団体
(登録は１校のみで重複は不可)

△

料金 (30分間)…東宇治中 (全
面1500円､ 半面750円)､ 広野中
(全面1000円)､ 西宇治中 (全面
1250円) 申�３月15日�～19日�

(土・日曜を除く)､ 午前９時～
午後４時に直接､ 各中学校開放委
員会 (東宇治中�32-2131､ 広野
中�44-3866､ 西宇治中�43-645

7)へ｡

�IJ��KLMNOPQOB
�RS
３月20日	からＪＲ宇治駅西側
に移設します｡ 新しい自転車等駐
車場の各階の区分は次のとおりで
す｡ 問�交通対策課

	
��
��

�TUV6WXYZV[\△

とき…５月19日�

△

ところ…
関西文理学院

△

願書受付…調理師
は４月15日�～19日�､ 製菓衛生
師は４月22日�～24日	､ いずれ
も宇治保健所にある所定の願書で
同保健所へ｡ 問�同保健所(�21-
2191)

�]L^_3���`
問�３月13日	から同館(�46-07

80)へ｡
�*+,-�./�0�123	

△

とき…４月12日から毎週金曜､
午前10時～正午｡ 20回

△

定員…先
着25人

△

費用…１万6000円(要別
途テキスト代)
�45)623	

△

とき…４月
18日から毎月第３木曜日､ 午前10
時～正午｡ ６回

△

定員…先着25人

△

費用…3000円(要別途材料費)
�788923	

△

とき…４月

13日から毎月第２・４土曜､ 午後
７時～９時｡ 12回

△
定員…先着25

人

△

費用…6000円

:;<=>�?@ABCD
�

申�宇治商工会議所 (�23-3101)

いずれもテキスト代などは不要｡
�E=FGHI�JKLMNO

PQR�
	

△

とき…３月27日～
５月27日の月・水・金曜､ 午後６
時半～９時｡ 24回

△

費用…２万80
00円
�E=FGSI�JKLMNO

PQR�
	

△

とき…４月９日～
５月16日の火・木曜､ 午後６時半
～９時｡ 12回

△

費用…１万6000円
■abc�/dP�@)�Zef

ＮＨＫ学園高等学校は､ 広域通
信制高校です｡ 普通科では３年間
で高校卒業資格が得られ､ 選科で
単位修得した科目は､ 大学入学資
格検定(大検)の受検科目検定が免
除になります｡

△

出願受付…◎１
期＝３月31日�(必着) ◎２期＝
４月１日�～20日�(必着)

△

資料
請求・問い合わせ…同校 (�042-
573-8111､ http://www.nhk-gaku.a
c.jp/n-gaku)

������������������������			
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天使のささやきフルート
妖精のきらめきハ－プ

フルート 岡本果奈さん
ハ ー プ 内田奈織さん

３月14日�
午後０時15分～45分

市役所１階市民交流ロビ－
おぼろ月夜
石原裕次郎の歌より ほか

問�文化自治振興課

市民交流ロビーコンサート

出
演

曲
目

���������	

��
�������	�

������ ����

�� �����

 !"#$%&'%(

第１部 小曲の数々
第２部 組曲より

※新入団員(新小学３年～６年生
・中学１年生)を募集中です｡

問�文化自治振興課

事業主の皆さんへ
平成14年度労働保険料 (労災

保険・雇用保険) の申告納付は
４月１日�～５月20日�にお済
ませください｡
問�京都労働局 (�075-241-3213)

と き ３月24日� ����

午後１時半～３時
ところ 中央公民館
対 象 幼児・小学生とその親

������	
��
���

��������	
���



◆
身
体
障
害
者
移
動
結
婚
相
談

３
月
11
日
�
・
18
日
�
・
25

日
�
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜

４
時
。
総
合
福
祉
会
館
。
京
都

府
身
体
障
害
者
結
婚
相
談
所
宇

治
支
部
・
奥
島
さ
ん(

�
32
・

８
３
５
６)

。

◆
ち
ぎ
り
絵(

お
ひ
な
さ
ま
・

か
ぶ
と
・
季
節
の
花
な
ど)

３
月
14
日
�
・
28
日
�(

４
月

か
ら
は
第
１
・
３
木
曜)

、
午

後
１
時
〜
３
時
。
南
宇
治
コ
ミ

セ
ン
。
材
料
費
千
円
程
度
。
初

心
者
歓
迎
。
岩
井
さ
ん(

�
45

・
０
４
６
６)
。

◆
き
さ
ら
ぎ
大
正
琴
サ
ー
ク
ル

３
月
15
日
�
、
午
後
１
時
半

〜
３
時
半
。
宇
治
公
民
館
。
月

千
５
百
円
。
初
心
者
歓
迎
。
大

野
さ
ん(

�
23
・
８
４
１
６)
。

◆
歴
史
文
学
ウ
オ
ー
ク

３
月

15
日
�
、
午
前
10
時
に
近
鉄
竹

田
駅
西
口
集
合
。
戊
辰
の
役
鳥

羽
コ
ー
ス
。
８
キ
ロ
。
３
百
円
。

青
木
さ
ん(

�
43
・
３
７
４
７)

。

◆
講
演
会｢

人
生
で
一
番
大
切

な
こ
と｣

３
月
15
日
�
、
午

後
７
時
10
分
〜
９
時
。
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
。
講
師
・
澤

田
栄
作
さ
ん(

�
モ
ラ
ロ
ジ
ー

研
究
所
理
事)

。
５
百
円
。
宇

治
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所
・
西
村

さ
ん(

�
32
・
４
８
４
４)

。

◆
母
性
史
を
学
ぶ
会｢

母
性
っ

て
な
ぁ
ー
に
？｣

⑥

３
月
15

日
�
、
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
。

中
央
公
民
館
。
３
百
円
。
保
育

あ
り(

要
予
約)

。
橋
本
さ
ん

(

�
／
FAX
22
・
９
７
８
６)

。

◆
宇
治
将
棋
教
室

◎
３
月
16

日
�
、
午
後
１
時
〜
５
時
。
広

野
公
民
館
。
◎
３
月
24
日
�
、

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
。
中
央

公
民
館
。
年
４
千
円
。
女
性
・

未
成
年
者
は
年
３
千
円
。
林
さ

ん(

�
44
・
８
１
５
９)
。

◆
宇
治
市
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
ス
ク
ー
ル

３
月
16
日
�
、

午
後
２
時
〜
４
時
。
西
宇
治
体

育
館
。
小
学
４
〜
６
年
生
対
象

(

保
護
者
の
送
迎
要)

。
無
料
。

上
靴
持
参
。
久
保
さ
ん(

�
０

７
５
・
６
２
２
・
２
６
３
８)

。

◆
春
の
宇
治
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
・
野
鳥(

カ
ワ
セ
ミ)

観
察
・
農
業
体
験

３
月
17
日

�(

雨
天
中
止)

、
午
前
10
時

に
京
阪
宇
治
駅
横
宇
治
川
河
川

敷
集
合
。
百
円
。
宇
治
愛
鳥
緑

の
少
年
団
・
中
島
さ
ん(

�
23

・
３
４
７
９)

。

◆
市
民
歩
こ
う
会

３
月
17
日

�
、
午
前
８
時
半
に
近
鉄
大
久

保
駅
か
午
前
９
時
半
に
近
鉄
新

石
切
駅
前
に
集
合(

雨
天
時
は

３
月
24
日
�)

。
枚
岡
公
園
方

面
。
約
12
キ
ロ(

健
脚
向
き)

。

２
百
円(

交
通
費
等
各
自
負
担)

。

田
中
さ
ん(

�
24
・
６
３
３
５)

。
◆
肢
体
障
害
者
と
市
民
と
の
ふ

れ
あ
い

３
月
17
日
�
、
午
前

10
時
20
分
〜
午
後
４
時
。
総
合

福
祉
会
館
。
７
百
円(

昼
食
代)

。

市
内
在
住
の
肢
体
障
害
者
と
そ

の
家
族
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
対
象
。

先
着
80
人(

要
申
し
込
み)

。

肢
体
障
害
者
協
会
・
奥
島
さ
ん

(

�
32
・
８
３
５
６)

。

◆
切
り
絵
教
室
展

３
月
17
日

�
〜
23
日
�
、
午
前
９
時
〜
午

後
５
時(

23
日
は
午
後
４
時
ま

で)

。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

無
料
。
高
島
さ
ん(

�
／
FAX
32

・
３
０
０
９)

。

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
働
き
た
い
女
た

ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

◎｢

源

氏
物
語
ゆ
か
り
の
香
と
琴｣

第

２
回
＝
３
月
20
日
�
、
午
後
１

時
半
〜
３
時
。
産
業
会
館
。
１

回
２
千
５
百
円
。
保
育
あ
り

(

４
百
円
・
要
予
約)

。
広
江

さ
ん(

�
20
・
１
８
９
９)

。

◎｢

簡
単
に
で
き
る
オ
シ
ャ
レ

ネ
イ
ル
ア
ー
ト｣

＝
３
月
21
日

	
、
午
前
10
時
半
〜
正
午
。
南

宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
２
千
円
。
保

育
あ
り(
４
百
円
・
要
予
約)

。

同
事
務
局(
�
／
FAX
44
・
９
１

６
７)

。

◆
登
り
保
育
園
園
庭
開
放

３

月
20
日
�
、
午
前
10
時
半
に
同

園
内
の
ぼ
り
児
童
館
集
合
、
正

午
ま
で(

雨
天
中
止)

。
就
園

前
の
子
と
親
対
象
。
無
料
。
の

ぼ
り
児
童
館(

�
／
FAX
33
・
８

３
７
５)

。

◆
英
語｢

泣
き
笑
い｣

講
座

３
月
20
日
�
、
午
前
10
時
〜
正

午
。
中
央
公
民
館
。
市
内
在
住

・
在
勤
の
人
、
20
人
。
５
百
円
。

３
月
17
日
�
ま
で
に
キ
ャ
ン
ド

ル
・
木
原
さ
ん(

�
／
FAX
22
・

０
６
２
４)

。

◆
社
交
ダ
ン
ス
無
料
体
験
講
習

会

３
月
21
日
	
、
初
級
＝
午

後
１
時
半
〜
２
時
半
。
中
級
＝

午
後
２
時
半
〜
３
時
半
。
東
宇

治
コ
ミ
セ
ン
。
若
宮
さ
ん(

�

33
・
３
９
０
８)

。

◆
ふ
る
さ
と
探
訪
ク
ラ
ブ

３

月
23
日
�
、
午
前
10
時
に
Ｊ
Ｒ

京
都
駅
西
側
京
都
中
央
郵
便
局

前
集
合
。
小
雨
決
行
。
北
野
天

満
宮
〜
金
閣
寺
・
船
岡
山
方
面
。

２
百
円
。
青
木
さ
ん(

�
43
・

３
７
４
７)

。

◆
懐
か
し
の
名
盤
レ
コ
ー
ド
コ

ン
サ
ー
ト

３
月
27
日
�
、
午

後
２
時
〜
４
時
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ひ
ら
た
や(

近
鉄
大
久
保
駅
西)

。

無
料
。
あ
さ
ぎ
り
光
風
会
・
似

内
さ
ん(

�
０
９
０
・
５
８
９

９
・
３
７
１
５)

。

◆
将
棋
・
楽
友｢

と
金
会｣

◎
３
月
27
日
�
＝
西
小
倉
コ
ミ

セ
ン
。
◎
４
月
13
日
�
＝
南
宇

治
コ
ミ
セ
ン
。
い
ず
れ
も
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
。
初
心
者
・

有
段
者
歓
迎
。
年
２
千
円
。
上

野
さ
ん(

�
22
・
６
５
４
３)

。

◆
宇
治
け
ん
こ
う
登
山
愛
好
会

４
月
27
日
�
〜
28
日
�
。
27

日
午
前
５
時
に
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前

集
合(

雨
天
決
行)

。
四
国
石

鎚
山
登
山(

バ
ス
利
用)

。
登

山
約
８
キ
ロ(

健
脚
向
き)

。

先
着
40
人
。
２
万
１
千
円(

宿

泊
・
食
事
・
交
通
費
等
含
む)

。

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
を
書
き
、
参
加
費
を

添
え
て
３
月
31
日
�
ま
で
に
牧

原
さ
ん(

〒
６
１
１－

０
０
２

１
宇
治
米
阪
15
ー
43
、
�
／
FAX

23
・
２
２
６
２)

へ
。

◆
精
神
障
害
者
家
族
の
会｢

茶

の
実｣
日
ご
ろ
の
悩
み
を
安

心
し
て
話
し
合
え
ま
す
。
３
月

31
日
�
、
午
後
１
時
半
〜
４
時
。

総
合
福
祉
会
館
。
５
百
円
。
大

垣
さ
ん(

�
44
・
３
２
７
１)

。

◆
小
倉
ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル

４
月
２
日


・
23
日


、
午

後
１
時
半
〜
３
時
半
。
西
小
倉

コ
ミ
セ
ン
。
１
回
２
百
円
。
野

瀬
さ
ん(

�
23
・
２
０
９
４)

。

◆
京
都
府
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

◎
桜
の
背
割
堤
ウ
オ
ー
ク
＝

４
月
６
日
�
、
京
阪
中
書
島
駅

に
午
前
９
時
半
集
合
。
伏
見
港

公
園
〜
八
幡
背
割
提
方
面
。
12

キ
ロ(

フ
ァ
ミ
リ
ー
向
き)

◎

桜
満
開
お
花
見
ウ
オ
ー
ク
＝
４

月
７
日
�
、
京
阪
出
町
柳
駅
に

午
前
８
時
半
集
合
。
高
野
川
〜

大
津
疎
水
方
面
。
21
キ
ロ(

健

脚
向
き)

。
い
ず
れ
も
雨
天
決

行
。
５
百
円
。
同
協
会
事
務
局

(

�
／
FAX
23
・
２
６
１
３)

。

◆
宇
治
市
さ
わ
や
か
歩
こ
う
会

４
月
９
日


、
Ｊ
Ｒ
桃
山
駅

に
午
前
９
時
45
分
集
合
。
雨
天

決
行
。
伏
見
港
方
面
。
５
・
５

キ
ロ
。
百
円
。
谷
岡
さ
ん(

�

０
９
０
・
２
３
５
０
・
３
１
３

３)

。
◆
公
民
館
サ
ー
ク
ル｢

や
ま
ぶ

き
コ
ー
ラ
ス｣

月
曜(

月
３

回)

、
午
前
10
時
〜
正
午
。
広

野
公
民
館
。
月
千
５
百
円
。
西

岡
さ
ん(

�
43
・
３
１
９
０)

。

◆
宝
蔵
院
の
つ
ど
い

毎
月
第

４
土
曜
、
午
後
１
時
半
〜
３
時

半
。
宝
蔵
院(

黄
檗
山
塔
頭

た
っ
ち
ゅ
う
の

一
つ)

。
先
着
25
人(

要
申
し

込
み)

。
月
１
回
千
円
。
綿
井

さ
ん(

�
23
・
７
１
８
８)

。

◆
保
健
気
功
講
習
会

健
康
増

進
・
維
持
の
た
め
の
講
習
。
３

月
19
日


〜
６
月
18
日


の
３

か
月
間
、
毎
週
火
曜
、
午
後
７

時
半
〜
９
時
。
宇
治
公
民
館
。

月
千
５
百
円
。
上
靴
持
参
。
水

谷
さ
ん(

�
32
・
５
３
０
７)

。

◆
ひ
ま
わ
り
大
正
琴

第
２
・

４
月
曜
、
午
後
１
時
〜
３
時
。

小
倉
公
民
館
。
月
千
円
。
松
本

さ
ん(

�
23
・
０
４
３
６)

。

◆
幼
児
の
た
め
の
音
楽
サ
ー
ク

ル｢

プ
レ
ピ
ア
ニ
ス
ト｣

４

月
17
日
�
〜
10
月
の
全
10
回
。

午
後
２
時
〜
３
時
。
東
宇
治
コ

ミ
セ
ン
。
２
〜
３
歳
児
と
そ
の

親
対
象
。
10
回
１
万
円
。
塚
元

さ
ん(

�
33
・
４
６
３
３)

。

◆
地
球
ク
ラ
ブ

第
１
・
３
火

曜
、
午
前
10
時
半
〜
正
午
。
木

幡
公
民
館
。
０
歳
〜
就
園
前
の

子
と
親
対
象
。
年
５
百
円
。
掛

村
さ
ん(

�
31
・
６
０
８
８)

。

◆
宇
治
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

協
会

◎
社
会
人
・
企
業
団
体

登
録
チ
ー
ム
＝
登
録
料
一
般
８

千
円
・
団
体
１
万
円
。
林
さ
ん

(

�
22
・
１
８
０
０)

。
◎
女

性
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
＝

毎
週
月
曜
夜
間
、
北
宇
治
中
学

校
か
毎
週
火
曜
午
前
、
黄
檗
体

育
館
。
18
歳
以
上
。
い
ず
れ
も

月
３
千
円
。
福
田
さ
ん(

�
24

・
７
０
４
０)

。
◎
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
教
室
＝
毎
週
土
曜
、
西

宇
治
体
育
館
。
月
２
千
５
百
円
。

池
本
さ
ん(

�
22
・
１
８
７
０)

。

◆
い
け
花
サ
ー
ク
ル｢

か
す
み

草｣

第
２
・
４
水
曜
。
午
前

10
時
半
〜
正
午
。
広
野
公
民
館
。

月
千
６
百
20
円

(

花
代
別)

。

高
田
さ
ん(

�
24
・
２
６
５
８)

。

◆｢

宇
治
お
も
ち
ゃ
箱｣

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

第
２
・
４
火
曜
、

午
前
10
時
半
〜
午
後
１
時
半
。

総
合
福
祉
会
館
。
年
５
百
円
。

鈴
木
さ
ん(

�
32
・
５
３
２
１)

。

◆
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア｢

フ
ォ

レ
ス
タ
ー
う
じ｣

毎
月
第
３

日
曜
、
午
前
９
時
半
〜
午
後
３

時
半
。
天
ケ
瀬
森
林
公
園
。
新

規
入
会
歓
迎
。
年
２
千
円
。
木

曽
さ
ん(

�
23
・
２
８
８
６)

。

◆
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
育
児
の
つ
ど

い｢

こ
び
と
の
す
み
か｣

月

２
回
土
曜
、
午
後
２
時
〜
５
時
。

�
道
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
。
幼

児
・
小
学
生
は
オ
イ
リ
ュ
ト
ミ

ー
・
わ
ら
べ
う
た
等
、
親
は
勉

強
会
。
辻
さ
ん(

�
21
・
２
９

７
４)

。

◆
民
謡
サ
ー
ク
ル｢

め
ば
え
会｣

第
２
・
４
金
曜
、
午
後
７
時

〜
９
時
半
。
宇
治
公
民
館
。
月

千
５
百
円
。
西
間
庭
さ
ん(

�

23
・
８
９
３
６)

。

◆
社
交
ダ
ン
ス

◎
第
２
・
４

火
曜
、
午
後
７
時
半
〜
９
時
。

月
２
千
円
。
◎
新
規
コ
ー
ス
＝

毎
週
木
曜
、
午
前
10
時
半
〜
11

時
半
。
月
４
千
円
。
い
ず
れ
も

東
宇
治
コ
ミ
セ
ン
。
岡
本
さ
ん

(

�
32
・
１
２
８
５)

。

◆
油
絵
サ
ー
ク
ル｢

彩
美
会｣

第
１
・
３
木
曜
、
午
前
10
時

〜
正
午
。
小
倉
公
民
館
。
月
２

千
円
。
堀
井
さ
ん(

�
20
・
８

１
８
４)

。

◆
き
も
の
着
付
教
室

毎
週
金

曜
、
午
後
７
時
〜
９
時
。
東
宇

治
コ
ミ
セ
ン
。
月
２
千
円
。
山

住
さ
ん(

�
21
・
２
５
８
６)

。

◆
英
語
を
楽
し
む
会

毎
月
第

２
・
４
土
曜
、
中
級
＝
午
後
２

時
〜
。
上
級
＝
午
後
３
時
半
〜
。

西
宇
治
中
学
校
開
放
施
設
。
資

料
代
千
円
。
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

・
希
望
ク
ラ
ス
を
書
き
、
池
本

さ
ん(

〒
６
１
１－

０
０
４
２

小
倉
町
老
ノ
木
10
、
�
／
FAX
22

・
４
５
４
５)

へ
。

◆
ラ
ウ
ン
ド
ダ
ン
ス｢

ビ
ッ
ク

ト
ッ
プ
同
好
会｣

初
心
者
コ

ー
ス
４
月
開
始
。
第
１
・
２
・

３
木
曜
、
午
後
１
時
半
〜
３
時

半
。
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
。

１
回
６
百
円
。
端
田
さ
ん(

�

44
・
１
８
９
２)

。

◆
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

毎

週
火
曜(

月
４
回)

、
初
級
＝

午
後
６
時
半
〜
７
時
半
。
中
級

＝
午
後
８
時
〜
９
時
。
南
宇
治

コ
ミ
セ
ン
。
１
回
千
円
。
中
村

さ
ん(

�
22
・
１
７
０
２)

。

◆
育
児
サ
ー
ク
ル｢

子
遊
し

ゅ

ー

久く

里り
ー

夢む｣

第
１
・
２
・
３
木
曜
、

午
前
10
時
半
〜
正
午
。
木
幡
公

民
館
。
０
歳
〜
就
園
前
の
子
と

親
対
象
。
月
２
百
円
。
村
上
さ

ん(

�
31
・
４
８
５
７)

。
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合唱団 ｢炎｣ は､ 毎週木曜日
(第５週を除く) の午後１時半か
ら３時半まで総合福祉会館で活動
しています｡ 団員は60～80歳代の
約70人､ 内男性が８人です｡ 老人
福祉センターサークルとして発足
してから丸3年､ 合唱することに
生きがいを求め､ 仲間の親睦を深
めてきました｡ 昨年6月には､ ｢ス
ーパーダイナマイトコンサート｣
を文化センター大ホールを満席に
して大成功させました｡ 今はまた
新たな気持ちで練習に取り組んで
います｡ 指導の先生は､ ｢この合
唱団は合唱経験のない人がほとん
どです｡ でもじっくりと時間をか
けて曲を仕上げますので､ 初めて

の人でも必ず楽しく歌えるように
なります｡ 気軽に来てほしいです
ね｣ とおっしゃいます｡ ｢いい曲
と楽しい仲間｡ 一緒に歌っている
と気持ちが晴れ晴れとします｡ 健
康づくりには一番｣ と団員の沖田さ
ん｡ 幹事の仲野さんは数少ない男
性の一人で合唱歴50年以上｡ ｢女
性ばかりに囲まれて幸せですが､
合唱としてはもっと男性に参加し
てほしい｡ 男性を15人以上にして
混声四部でハーモニーを楽しみた
いですね｣ と男性の参加を心待ち
にしています｡ 初めて合唱する人､
大歓迎｡ ぜひ一度のぞいてみてく
ださい｡ 会費は月1500円｡ 【問い
合わせ】沖田さん(�22-3477)
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